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テレビ会議やネットショッピングが普及し、

バーチャル世界を通じて、買物が楽しめる社

会が実現 

記事内容の抜粋 現代社会の状況 

＜買物便法＞ 

「寫眞電話によりて遠距離にある品物を鑑定

し且つ賣買の契約を整へ其品物は地中鐡管の

裝置によりて瞬時に落手することを得ん」 

大胆な未来の展望こそが、時代を切り拓く 

1901年１月２日発行 
1901年１月３日発行 

「二十世紀の豫言」 ※1901（明治34）年１月２日・３日 報知新聞 
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① 経済：日本経済は存在感が低下、 

     世界の政治・経済・軍事の枠組みが大きく変化している 

② テクノロジー：第４次産業革命のうねりの中で、 

日本・東京の対応が問われている 

④ 人口構造：少子高齢化、人口減少は、 

                                                  生産力や都市の活力に大きな影響を与える 

③ 気候変動：世界的な気候変動の危機が、 

                                 自然災害の頻発など東京の環境や生活に深刻な影響を及ぼす 

今、進行しつつある変化・変革に、正面から向き合う 
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基本戦略１ バックキャストの視点で将来を展望する 

基本戦略２ 民間企業等、多様な主体と協働して政策を推し進める 

基本戦略３ デジタルトランスフォーメーションで 

                                                                                                   「スマート東京」を実現 

基本戦略４ 時代や状況の変化に弾力的に対応「アジャイル」 

４つの基本戦略 
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 2040年代の東京の姿 20の「ビジョン」 

 2030年に向けて取り組む 20の「戦略」 

 戦略実行のための約120の 「推進プロジェクト」 

３つのシティが進化し、「成長」と「成熟」が両立した未来の東京を実現 

３C（Community、Children、Chōju）を戦略の核に 
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ビジョン01 子供（Children） 

● 子供の笑顔で一杯のまち 
● 子供を産み、育てることが社会全体の喜びに 
● 合計特殊出生率が2.07  

ビジョン02 教育 

● 新たな「東京型教育モデル」が根付く 
● 言葉の壁を越えてグローバルに活躍 

ビジョン04 長寿（Chōju） 

● 「Ｃｈōｊｕ」が世界共通語に 
● 平均寿命・健康寿命がともに90歳を超える 
● 介護離職が死語に 

ビジョン07 コミュニティ（Community） 

● 様々な人が集い、交わり、悩みを分かち合える「居場所」 

「人が輝く東京」 

2040年代の東京ビジョン 
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ビジョン08 防災 

● 東京のまちから電柱が姿を消す 

ビジョン10 交通ネットワーク 

● 人々が安全かつ自由にまち歩きを楽しむ 

ビジョン12 スマート東京 

● 都市全体がスマート化 

● 完全デジタルガバメントが実現 

ビジョン13 ビジネス・研究開発 

● 東京都立大学からノーベル賞受賞者 

ビジョン14 スタートアップ 

● 世界一のスタートアップ都市・東京 

ビジョン16 水と緑 

● 河川等の清流が復活し、外濠では蛍が舞う 

ビジョン17 環境都市 

● 都内ＣＯ２排出量は実質ゼロ 

ビジョン20 全国連携 

● 真の共存共栄の社会 
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戦略１ 子供の笑顔のための戦略 
未来を担う子供を大切に育てる

「チルドレンファースト」
の社会

安心して子育てが
できる環境

子供や子育て世代に
優しいまちづくり

チーム2.07による
社会のマインドチェンジ

普及啓発 広報展開

多様な事例の共有働き方改革

「子供を大切にする」を最優先とする
社会に向けたマインドチェンジを促進

子供の目線に立ったまちづくり・政策を進める

▶ 楽しめる公園 ▶ 過ごしやすい住宅 ▶ 就学前教育の充実 ▶ 働き方環境の整備

産前から出産・子育てが終わるまで、子育て世代が直面する課題に寄り添い、
切れ目なく支援し、あらゆる負担を徹底的にサポート

妊娠前 妊娠期 出産 子育て期

乳幼児期 小学校・中学校・高校…
巣立ち

▶妊娠適齢期等
の普及啓発

▶妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援

▶放課後の居場所▶保育サービス

産前から学校を巣立つまで、切れ目なく子供や家庭を支える

子供の目線に立って、子育て環境の整備、公園や遊び場など子供が過ごしやすい
まちづくりを、区市町村と連携して推進

子供が笑顔で

子育てが楽しいと

思える社会

出産・子育て全力応援プロジェクト など 
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戦略２ 子供の「伸びる・育つ」応援戦略 
新たな「東京型教育モデル」推進プロジェクト 

幼 稚 園 ・ 保 育 所 等 か ら 大 学 ま で の デ ー タ 蓄 積 ・ 連 携 ・ 活 用 

一  人  ひ  と  り  の  個  性  や  成  長  に  応  じ  た  教  育  の  提  供 

幼小連携教育プログラム 東京都版高大接続改革プログラム 探究的なキャリア教育 工業高校等での専門的職業人材の育成 

 子供の学び方や教員の教え方を転換する 

                            新たな「東京型教育モデル」に向けて取組を推進 

TOKYOスマート・スクール・プロジェクト 

 子供たちの力を最大限に伸ばすトータルツールとして、教育のＩＣＴ化を推進 

    ✔ 都立学校におけるモバイル端末１人１台の学習環境の実現 100％（2023年） 
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戦略４ 長寿（Chōju）社会実現戦略 
  誰もが元気で心豊かに、自分らしく暮らせる地域を実現。区市町村の取組を都が強力に支援 

   ✔ “Chōju”プロジェクトを都内全域に展開（2030年） 

アプリ開発 

地域包括 
支援センター 

特別養護 
老人ホーム等 都営住宅 

通いの場 

域内の住人 

プログラム開発 
大学等 

ICT化 
民間 

ICT化 
民間 

運営 
NPO 

データ解析 
大学等 

デバイス提供 

民間 

ICT活用相談 
NPO 

おとな食堂 

運営 
NPO 

学生のシェア居住 

多世代交流拠点 

運営 
NPO 

自分らしく暮らせる“Chōju”東京プロジェクト 
など 

東京都立大学プレミアム・カレッジにおける学び 

✔「首都・東京をフィールドに学ぶ」を テーマとした、 

  幅広い独自のカリキュラム 

✔ 新たな仲間と学びや交流を深める 

✔ 東京の持つあらゆる資源を活用した多彩なフィールドワーク 
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戦略７ 「住まい」と「地域」を大切にする戦略 

 人や地域に焦点を当てた、新たな住宅戦略を展開 

都営住宅の集会所等を活用した 
多世代交流拠点（おとな食堂(仮称) ）等 

民間の店舗を活用した地域サロン 

「みんなの居場所」創出プロジェクト 

 様々な人が集い、交わり、悩みを分かち合える「居場所」を地域の至る所に創出 

     ✔ 都内全域に居場所を1,000か所創出（2030年）  

   ✔ 都営住宅等における「おとな食堂（仮称）」創設 100か所（2030年度） 

住生活充実プロジェクト 
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水害から命と暮らしを守るハード整備等の推進 ／ 国等と連携した、広域的な対策の展開  

戦略８ 安全・安心なまちづくり戦略  

新たな調節池を順次事業化 国等と連携した取組を推進 

豪雨対策アクションプラン
（仮称）を策定 

区分 調節池容量 

整備済 12河川28箇所 
約256万㎥ 

既に工事に着手して
いる 

５河川７箇所 
約110万㎥ 

新たに事業化を
図る 約150万㎥ 

合計 
（事業中含む） 約510万㎥ 

整備を 
加速  



東京都 知事記者会見 

令和元（2019）年12月27日（金） 

 都道等はもとより、区市町村道や民間開発における無電柱化を進め、面的に展開 

無電柱化推進プロジェクト 

無電柱化をまちに広げる 

長期戦略に合わせ、 

新たに 

「無電柱化加速化戦略

（仮称）」を策定 

あらゆる施策を展開し、首都直下地震等からの死者・負傷者・避難者・建物被害を最小化する 

再開発など

災害拠点
病院

区市町村
庁舎

第一次緊急輸送道路

臨港道路など

災害時や災害復旧の拠点
となる施設等を結ぶ道路

・区市町村への財政的、
技術的な支援を拡充
・区市町村道の電柱新設
の禁止を促進

緊急物資等の確実
な輸送を確保

コンテナ船など

駅

無電柱化に
取り組む範囲

公園

防災に寄与する道路
（区市町村道）

主要駅周辺道路
（区市町村道）

開発に合わせた
無電柱化
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戦略10 スマート東京・ TOKYO Data Highway戦略  

 「電波の道」で、いつでも、誰でも、どこでも「つながる東京」を実現 

「スマート東京」先行実施エリア（５Gと先端技術を活用した分野横断的なサービスの都市実装） 

… 

   
       全国へ展開（共存共栄） 

 

順
次
様
々
な
エ
リ
ア
で
展
開 

 【施策展開のイメージ】 

 東京都全域で展開  特定エリアで先行的に実施 ホップ ステップ ジャンプ 

TOKYO Data Highwayを活用した先端技術で都民のＱＯＬをアップデート 

ベイエリア 都心部 西新宿※ 南大沢（東京都立大学）※ 島しょ地域 

 ローカル５G環境の整備 

 ５Gを活用した研究・実証 

   実験 

 大学発ベンチャーの活性化 

出典：Link NYC 
（ニューヨーク市のスマートポール） 

 スマートポールの設置 

 公開空地等を活用したxR 

   ライブ、プロジェクション 

   マッピング 

 スタートアップの集積 

 人流データを活用した避難・ 

   帰宅困難者支援 

 オンデマンドモビリティを 

     活用したMaaS 

 空間的広がりを活かしたデ 
     ジタルテクノロジーの実装 
 人流データを活用したマー 
   ケティング、xRを活用した 
     コンテンツ・ツーリズム 

 試験研究機関等と連携した 
   スタートアップの集積 

 ドローン等を活用した災害対応 

 遠隔診療 

 地理的制約等を超えた教育 

 スマート農業、水産業 

 

【想定されるエリア・サービス】  ※西新宿、南大沢はＴＤＨ重点整備エリア。その他については具体的なエリアやプロジェクトを検討し、順次実施。 
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あらゆる方策で 

水と緑溢れる 

東京を実現する 

外濠浄化プロジェクト 
など 

戦略13 水と緑溢れる東京戦略  
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戦略17 多摩・島しょ振興戦略 
「多摩イノベーションパーク（仮称）構想」 

 中小企業等の集積と、先端産業やスタートアップとの融合で、世界有数のイノベーション先進エリアへ 

中小企業 大企業 

大学 

研究機関 専門人材 

ものづくり企業 

先端企業 スタートアップ 

外国企業 精密機器企業 

神奈川県 

山梨県 

埼玉県 

国内 
他自治体 

都立大学 
(南大沢キャンパス) 

都立大学 
(日野キャンパス) 

産業サポート 

スクエア・ＴＡＭＡ（昭島） 

（産技研・農総研・中小公社） 

産業交流拠点（八王子） 
【2022年開設予定】 

多摩創業支援拠点（立川） 
【2020年開設予定】 
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   体験型英語学習施設である 

   TOKYO GLOBAL GATEWAY （ＴＧＧ） 

   の特長を備えた環境を多摩地域でも展開 

  ⇒ 世界に羽ばたきグローバルに活躍する 

        人材を育成 

「GLOBAL Student」プロジェクト 

海外にいるかのような非日常的な空間で英語を学習 

英語学習と同時に様々な分野の知識・思考を深める 

多摩・島しょ地域観光振興プロジェクト 

多摩・島しょの地域特性を活かした観光振興 

・島しょ地域における上質な宿泊施設の誘致・整備 

   を支援 

世界自然遺産を活用した観光プロモーション 
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戦略18 オールジャパン連携戦略 オールジャパン連携プロジェクト 

連携２：持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取組を共に推進する 

連携３：災害時の応援や被災地の復興に向けた支援を積極的に行う 

連携４：これまでにない幅広く多様な交流を促進する 

全国各地のニーズを把握し、ニー

ズに即した具体的な連携に結び付

けるため、地方連携の専管ポスト

を中心に、都庁全体で全国各地か

らの提案や要望を分析し、取組を

推進していく 

連携１：様々な連携の形を通じて、全国各地との強固な信頼関係を構築し、共に成長する 

   距離を越えた連携で、日本全体の成長につなげる 

連携を深化させ、 
東京と全国各地とが共に成長 

女性首長による
びじょんネットワーク

特定のテーマに基づく

都市間ネットワークの構築

東京・大阪連携会議
～東京2020 to 2025大阪～

国産木材活用プロジェクト

複数自治体との連携を通じた全

国共通課題の解決

メガイベント成功や都市力強化

等を目指す大都市間の連携

世界自然遺産の魅力を
他自治体とともに発信

世界自然遺産を活用した

観光プロモーション
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〇「新たな都政改革」で、東京の明るい未来を支える 
  都庁へと一段の飛躍 
 

〇 2020改革を更に発展させ、改革を次のステージへ 

 安全・安心、健康、快適… 
 都民の“幸せ”の実現 

✓ ＣＳ（都民の満足） と 
  ＥＳ（職員の働きがい）の 
  相乗的な向上を追求 
 

✓ 現在の法律・制度に 
  とらわれない抜本的な改革 

新たな都政改革ビジョンの策定 
戦略20 
新たな都政改革戦略 

都庁の永遠のミッション 
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▸ 民間の発想・技術・知見を融合させた行政運営 
▸ 民間とフラットな関係でパートナーとなり、東京の成長を目指す。 

民間とのスクラムで政策イノベーションを 
生み出す都庁へ 

人材マネジメント 
 

高い専門性と 
コミュニケーション 
能力を備えた人材を
育成 

役割・仕事が変わる 

新たな都政改革の方向性 

３つのアプローチで、未来の東京を支える都庁へ 制度・仕組みが変わる 

組織運営 行政サービス 
 

ＩＣＴ環境の刷新や
人事・財務・契約 
などの制度を改革 

 

「都庁のデジタル 
シフト」などを通じ、
利便性・有用性・ 
効率性を追求 
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新たな都政改革の進め方・今後の予定 

本ビジョンを踏まえ、2020年度早期に、 
実行方針（第１弾）として、改革の具体策を
とりまとめ 

▸  環境・ニーズの変化に弾力的に対応：アジャイル 
 

▸  ユーザー目線を徹底：デザイン思考 

改革の進め方 

今後の予定 
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○ 目的：中長期的な財政見通しを基に、計画的かつ戦略的な財政運営を行う 
     未来の東京に向けた政策の実行について財政面からの考察を行う 

○ 推計結果：中位推計でも2030年代には収支ギャップのマイナスが拡大 

→ 「未来への投資」により、成長が財源を生み、更なる政策へと繋がる 
  好循環を生み出していくことが重要 

                   

▲ 4,000 

▲ 2,000 

0

2,000

2021 24 27 30 33 36 39

収支ギャップ（上位推計） 

収支ギャップ（中位推計） 

収支ギャップ（下位推計） 

東京都の財政収支の長期推計 

（億円） 

 
  ● 中長期的な視点による、 
    計画的かつ戦略的な財政運営 

  ●「未来の東京」戦略ビジョン 
    で描く新たな政策の実行 
 

更に強固で弾力的な財政基盤の構築へ 
（年度） 

※ 法人関連税収については、景気変動に伴う短期的な振れを調整した上で推計を行うため、平成17年度以降の平均税収額を推計の起点として設定 
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みんなでつくる「未来の東京」 

■ 戦略ビジョンに掲げた様々な推進プロジェクトの展開に当たっては、 

  都民に最も身近な区市町村と緊密に連携しながら 

  取組を進めていく 

■ 戦略ビジョンで立ち上げたプロジェクトを推進する中で、政策を練り上げ、 

  東京2020大会のレガシーを反映し、長期戦略の策定に  

   つなげる 

■ 国や首都圏の自治体、大学、民間企業など、様々な主体と連携する 


